
1 

 

「
法
度
」
と
「
法
躰
」 

高
田 

友 

 

「
法
度
」
は
「
は
ỵ
と
」、「
法
體
」(
僧
侶
の
姿
)
は
「
ほ
ỵ
た
い
」
と
讀
む
。「
は
つ
」
と
「
ほ

つ
」、
か
か
る
發
音
の
齟
齬
、
抑
〻
い
づ
く
よ
り
か
來
た
り
し
。 

ま
た
、「
法
」
の
字
、
單
獨
に
て
は
發
音
は
「
ホ
ウ
」。
通
常
、
促
音
便
の
生
ず
る
は
、「
學
校
」「
脱
退
」

の
如
く
、
二
字
熟
語
の
前
の
字
「
く
」(
學
)
ま
た
は
「
つ
」(
脫
)
に
て
終
れ
る
場
合
に
限
ら
る
る
に

(
例
外
あ
り
)、
何
爲

な
ん
す
れ
ぞ

「
う
」
に
て
終
る
「
法
」
な
る
に
促
音
便
を
生
ぜ
し
む
る
を
得
べ
け
む
。 

  

さ
は
、「
法
」
の
準
據
せ
る
古
代
中
國
語
の
發
音
の
差
異
よ
り
生
じ
た
る
な
り
。 

 

字
音
と
は
「
漢
字
の
音
讀
み
の
歷
史
的
假
名
遣
」
の
謂
ひ
な
れ
ど
、
こ
れ
に
「
漢
音
」
と
「
吳
音
」
あ

り
。 

 

「
漢
音
」
は
「
漢
字
の
本
朝
に
渡
來
せ
し
砌
の
⾧
安
・
洛
陽
に
於
け
る
發
音
を
日
本
風
に
モ
デ
ỻ
フ
Ỻ

イ
し
た
る
音
」
な
り
。 

 

片
や
、「
吳
音
」
は
、
⾧
江
河
口
周
邊
の
吳
の
地
方
の
發
音
に
準
據
す
。 

 

吳
音
は
漢
音
に
先
行
し
て
導
入
せ
ら
れ
、
佛
敎
傳
來
(
西
紀
五
三
八
年
)
の
頃
よ
り
徐
々
に
分
散
し
て

本
朝
の
人
の
知
る
所
と
ぞ
な
り
し
。
吳
音
の
大
據
渡
來
せ
る
は
六
世
紀
の
儀
な
り
き
と
斷
じ
て
も
大
過
な

か
る
べ
し
。 

 

飜
つ
て
見
れ
ば
、
漢
音
は
遣
唐
使
(
六
〇
〇
年
以
降
)
初
期
に
一
括
し
て
齎
さ
れ
た
る
所
な
れ
ば
、
體

系
的
な
る
秩
序
あ
り
。 

八
世
紀
(
奈
良
時
代
)
の
本
朝
に
て
は
、
漢
音
と
吳
音
、
並
行
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
れ
ど
、
七
九
二
年
、
桓

武
天
皇
「
漢
音
奬
勵
の
敕
」
を
出
し
た
ま
ひ
て
、「
可
成

か
な
れ

ば
漢
音
を
用
ゐ
る
べ
し
」
と
の
由
な
れ
ば
、
以

後
公
式
文
書
は
悉
皆
漢
音
に
て
讀
ま
る
る
に
到
る
。
三
種
神
器
の
「
神
器
」、
廣
く
讀
ま
る
る
は
「
じ
ん

ぎ
」(
吳
音
)
な
れ
ど
、
公
式
文
書
に
て
は
「
し
ん
き
」(
漢
音
)
な
り
。
明
治
の
皇
室
典
範
第
十
條
、

「
天
皇
崩
ス
ル
ト
キ
ハ
皇
嗣
卽
チ
踐
祚
シ
祖
宗
ノ
神
器
ヲ
承
ク
」
の
「
神
器
」
も
「
し
ん
き
」
と
讀
ま
れ

よ
か
し
。 

 

總
括
し
て
言
へ
ば
、
佛
敎
用
語
・
神
道
用
語
は
吳
音
に
て
讀
む
ヿ
多
し
と
理
解
せ
ら
れ
た
し
。「
園
城

寺
」
は
漢
音
を
用
う
れ
ば
「
ゑ
ん
せ
い
じ
」
な
れ
ど
、
吳
音
に
て
「
を
ん
じ
や
う
じ
」
と
讀
む
が
正
讀
な

り
。 

 

偖
、
萬
葉
時
代
の
發
音
に
は
、
現
代
人
の
目
よ
り
見
、
耳
に
て
聞
け
ば
、
奇
怪
な
る
所
尠

す
く
な

か
ら
ず
。 
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そ
の
一
は
、
ハ
行
音
「
は
ひ
ふ
へ
ほ
」
を
「
パ
ピ
プ
ペ
ポ
」(pa,pi,pu,pe,po)

と
發
音
し
た
る
の
條
な

り
。
而
し
て
、h

の
音
は
存
せ
ざ
り
き
。 

 

「
破
」
の
字
の
皇
朝
に
齎
さ
れ
た
る
時
、
唐
土
に
て
はpa

と
讀
み
た
り
し
か
ば
、
本
朝
に
て
は
こ
れ

を
し
も
「
は
」(pa)
を
以
て
ぞ
受
け
た
り
け
る
。
ま
た
、「
屁
」
は
震
旦
に
てpi

な
り
け
れ
ば
、「
ひ
」
を

宛
て
た
る
は
異
と
す
る
に
足
ら
ず
。「
放
屁
(
は
う
ひ
)」
は
當
時
の
⾧
安
洛
陽
に
て
はpangpi

、
そ
れ
を

受
け
た
る
本
朝
萬
葉
時
代
の
音
はpaupi

な
り
け
り
。 

 

愉
快
な
り
、「
屁
」
の
字
訓
「
へ
」
な
り
。
萬
葉
時
代
の
發
音
「
ペ
」(pe)

な
り
と
は
察
せ
ら
れ
た
し
。 

 

本
朝
に
て
はpe

、
震
旦
に
て
はpi
な
り
け
れ
ば
、
宜 む

べ

な
る
か
な
、
さ
は
屁
を
發
す
る
時
の
音
と
は
知

る
べ
し
。
寔

ま
こ
と

に
こ
れ
擬
聲
音
に
あ
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。 

 

因
み
に
、
萬
葉
時
代
に
は
、「
光
」
は
「
ピ
カ
リ
」(pikari)

な
り
け
り
。
些
か
驚
か
で
あ
る
べ
し
や
。 

  

抑
〻
、
い
づ
こ
の
國
に
於
て
も
、
時 と

き

世 よ

と
と
も
に
發
音
ま
た
遷
ろ
ひ
も
て
行
く
。
英
語
に
て
も
、「
い

か
ん
がknife

を
ナ
イ
フ
と
發
音
す
る
」
と
は
我
儕ら

の
訝
る
所
な
り
。
豈
圖
ら
む
、
中
世
に
は
、
ス
ペ
リ

ン
グ
の
ま
ま
に
「
ク
ニ―

フ
ỽ
」
と
こ
そ
は
發
音
し
た
り
け
れ
。
然
る
に
、
或
る
時
期
「
語
頭
のkn

のk

は
發
音
せ
ず
」
て
ふ
「
大
變
動
」
出
來
し
、knife

も knee

も knock

も know

も
一
齊
にk

を
發
音

せ
ざ
る
の
儀
と
は
な
り
た
り
け
り
。
語
頭
のps-

、p

を
讀
ま
ざ
る
も
同
斷
な
り
。P

syche

は
ギ
リ
シ
ἀ

神
話
の
美
少
女
プ
シ
ἁ
ケ
(「
魂
」
の
意
)
な
れ
ど
、
英
語
に
て
は
サ
イ
キ
と
な
む
發
音
せ
ら
る
る
。
因

み
にpsychologist

[
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
]
は
「
心
理
學
者
」
の
意
に
し
て
「
賭
博
師
」
に
は
あ
ら
ざ
る

な
り
。 

 

日
本
語
に
て
も
相 あ

ひ

似 に

た
る
現
象
見
ら
る
る
を
注
視
す
べ
し
。
平
安
初
期
に
、「
は
ひ
ふ
へ
ほ
」
の

「pa,pi,pu,pe,po

」
よ
り
「fa,fi,fu,fe,fo

」
に
變
は
り
た
る
は
そ
の
一
例
な
り
。
加

之

し
か
の
み
な
ら
ず

平
安
末
期
以

降
、
こ
の
「
フ
Ỻ
・
フ
ỻ
・
フ
・
フ
ỽ
・
フ
Ỿ
」、
語
中
語
尾
に
て
は
「
ワ
・
ウ
ỻ
・
ウ
・
ウ
ỽ
・
ウ

Ỿ
」、
さ
ら
に
は
「
ワ
イ
ウ
エ
オ
」
に
變
は
り
た
る
の
ヿ
あ
り
。 

 

英
語
に
て
「
屁
」
をfart

と
謂
ひ
、
古
代
ギ
リ
シ
ἀ
語
のperdein

に
由
來
す
と
の
由
。
こ
こ
に
て

も
、p

のf

に
移
り
行
く
世
界
共
通
の
子
音
變
遷
の
例
を
見
る
べ
し
。
ま
た
、
古
代
日
本
語pe

、
古
代
中

国
語pi

と
同
じ
く
、
抑
〻
の
發
祥
、
擬
聲
音
と
こ
そ
は
察
せ
ら
る
れ
。 

 

「
ひ
か
り
(
光
)」
の
「
ひ
」
は
語
頭
に
あ
る
が
ゆ
ゑ
にfi

の
音
(
萬
葉
時
代pi

、
平
安
時
代fi

)
を

維
持
せ
し
か
ど
も
、「
平
(
た
ひ
ら
)」
の
「
ひ
」
は
語
中
に
あ
れ
ば
、w

i

な
い
しi

に
變
は
り
、「
た
ウ

ỻ
ら
」「
た
イ
ら
」
と
ぞ
移
ろ
ひ
け
る
。(tapira

⇒tafira

⇒taw
ira

⇒taira

) 

「
戀
(
こ
ひ
)」
の
「
ひ
」
も
語
尾
に
あ
れ
ば
、pi

⇒fi

⇒w
i

⇒i

と
な
り
、「
こ
イ
」
な
る
發
音
の
生
じ
た

り
け
り
。 
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な
ほ
、h

音
の
生
じ
て
、「
光
」
のhikari

と
發
音
せ
ら
る
る
に
至
り
た
る
は
江
戸
期
に
入
り
て
後
の
儀
な

り
。 

 

こ
の
變
化
を
「
ハ
行
轉
呼
音
」
と
は
呼
稱
す
。 

 

今
一
つ
、
興
を
惹
か
る
る
變
化
あ
り
。
母
音
の
發
音
の
變
化
に
し
て
、
格
別
に
之
を
指
稱
す
る
名
は
な

き
が
如
く
な
れ
ど
、
英
語
に
も
十
三
世
紀
の
頃
に
出
來
せ
る
甚
だ
近
似
す
る
變
化
あ
り
、「
大
母
音
推

移
」
て
ふ
名
を
得
た
り
き
。
日
本
語
の
平
安
・
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
母
音
發
音
の
變
化
も
、
今
假
に
、
そ

れ
に
合
は
せ
て
「
大
母
音
推
移
」
と
呼
ぶ
を
許
し
た
ま
へ
。 

 

因
み
に
英
語
の
「
大
母
音
推
移
」
と
は
、ape

(
ア
ổ
ペ
⇒
エ
イ
プ
)、pile

(
ピ
ổ
レ
⇒
パ
イ
ル
)
の

如
く
、e

の
前
の
母
音
は
ア
ル
フ
Ỻ
ベ
ỿ
ト
讀
み
(
ア
ổ
な
ら
で
エ
イ
、
イ
ổ
な
ら
で
ア
イ
)
に
と
い
ふ

が
そ
の
一
例
な
れ
ど
、
剩
へ
、au

の
ア
ウ
⇒
オ
ổ(autom

atic)

、eu

の
エ
ウ
⇒
ユ
ổ(neutral)

な
ど
、

重
母
音
⇒
⾧
母
音
の
變
化
も
忘
る
べ
か
ら
ず
。 

 

日
本
語
の
「
大
母
音
推
移
」
の
う
ち
に
て
重
要
な
る
は
、
英
語
と
同
じ
「
ア
ウ
⇒
オ
ổ
」
な
り
。 

 

こ
れ
に
よ
り
て
、「
堂(dau)

」
は
「doː

」(dɔː

に
あ
ら
ず)

と
は
變
化
せ
り
。 

  

さ
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
る
「
法
度
」「
法
體
」
に
戾
ら
む
。 

 

「
法
」
は
漢
音
「
は
ふ
」、
吳
音
「
ほ
ふ
」。
各
〻
發
音
は
如
何
に
と
問
へ
ば
、
古
代
中
國
音
に
て
は

pap, pop

、
萬
葉
語
に
て
はpapu, popu

。 

 

「
法
度
」
の
「
法
」
は
漢
音
に
て
「
は
ふ
」。「
法
體
」
は
佛
敎
用
語
な
れ
ば
其
の
「
法
」
は
呉
音
に
て

「
ほ
ふ
」。「
は
ふ
と
」「
ほ
ふ
た
い
」、
お
の
が
じ
し
促
音
便
を
起
こ
し
た
る
に
由
り
「
は
ỵ
と
」「
ほ
ỵ

た
い
」
に
變
じ
た
り
と
は
察
し
た
ま
へ
。 

 

「
學
校
」「
脱
藩
」
の
如
く
、
促
音
便
を
起
す
事
例
に
於
て
は
、
上
の
漢
字
「
く
」「
つ
」
に
て
終
る
の

こ
と
多
し
。「
ガ
クgaku

」、「
ダ
ツdatu (datsu)

」
の
語
尾
は
母
音
を
は
づ
せ
ばk, t

な
り
。k, t, p

の

音
は
破
裂
音
と
言
ひ
、
い
は
ば
「
強
き
音
」
な
り
。
す
な
は
ち
促
音
便
を
起
す
に
適
し
た
る
な
り
。

gakkau, datpan

と
な
れ
ば
、
促
音
に
近
附
き
た
り
。 

 

而
し
て
、
旣
に
察
せ
ら
れ
た
ら
め
ど
、
法
は
「
は
ふ
」
に
せ
よ
「
ほ
ふ
」
に
せ
よ
、
元
來
、p

な
る
破

裂
音
にu

の
附
屬
せ
る
而
已

の

み

。
然
則
、「
法
度
」
は
「
は
ふ
とpaputo / papto

」
の
促
音
便
に
據
り
て

「
は
ỵ
と
」
と
な
り
、「
法
體
」
は
「
ほ
ふ
た
いpoputai / poptai

」
よ
り
「
ほ
ỵ
た
い
」
と
は
變
じ
た

り
き
。 

 

古
代
の
發
音
を
現
代
音
よ
り
推
察
す
る
作
業
、
ま
た
樂
し
き
か
な
。 

(
令
和
六
年
十
一
月
二
十
日
受
附
) 


